
雅にして強かなる畏

『アントニーとクレオパトラ』における

紳士の形成の危機

北村紗衣

シェイクスピアの『アントニーとクレオパトラ』において、ボンベイはアン

トニーをとらえて離さないエジプトの逸楽についてこう語る。

But all the charms oflove， 

Salt Cleopatra， soften thy wan'd lip! 

Let witchcraftjoin with beauty， lust with both， 

Tie up the libertine in a field of feasts， 

Keep his brain fuming; epicure叩 cooks

Sharpen with cloyless sauce his appetite， 

That sleep and feeding may prorogue his honor， 

Even till a Lethe'd dullness _ 1 

されども淫らなクレオパトラよ、

かの愛の妖術を総動員し、自らの血の気の失せた唇をふっくらと

潤わせろ!美貌には魔術を、そしてさらにその上に欲望を肉付けし、

あの放蕩者を宴の前線につなぎとめ、

奴の頭が酒で煙るようにしておけ。エピクロスの園にも

ふさわしい料理人があいつの食欲を飽きのこないソースで

鋭くとがらせ、眠りと食事をむさぼるうちに自らの名誉を食いつぶし、活気

を失って何もかも忘れてしまうようになるまでな。

ローマの男たちにとって、エジプト王宮は連日の‘lasciviouswassails' r淫らな

酒宴J(1. v. 56) によってローマ人の理性を鈍らせる危険な場所であり、そこを

治める女王クレオパトラは魔術を弄してアントニーを寵絡した淫らな年増女で

ある。勤倹な経済システムを有するローマに対して、エジプトの経済システム

は「奪修に基づく生活様式、過剰の経済を示す『普遍経済J2Jに基づいて無尽



蔵に快楽を供給し、その結果ローマの男たちのエネルギーはひたすら消尽させ

られることとなる。クレオパトラを愛するアントニーは「この手強いエジプト

の足かせを破らねばならぬ、さもないと愛に溺れて自ら身を滅ぼすことになる 3J 

と、エジプトではともすれば快楽に溺れ、惰弱に流れてしまうことを自覚して

いるが¥結局はローマに帰ることなく「エジプトに馴染み、クレオパトラに融

合し、最終的にはエジプト化していくつこととなる。『アントニーとクレオパト

ラ』におけるエジプトはジュリアス・シーザー、大ポンベイ、アントニーとい

ったローマの名だたる男たちを魔力で絡め取り、「足かせJをはめてしまう場所

である。ローマ人の目から見たクレオパトラは、この「魔窟」のごときエジプ

トを統治し、ローマの男性をとらえて消耗させる魔女として表現される。

『アントニーとクレオパトラ』におけるエジプトは、魅惑と危険の両方が支配

する極めて特異な場所である。本論文においては、『アントニーとクレオパトラJ

という芝居におけるエジプトという舞台の特殊性に着目し、エジプト及びその

象徴としてのクレオパトラがどのようにとらえられているか、またローマの男

たちが作中でエジプトの魅惑に対していかに「対処jしているかについて分析

することとする。

1.未知の世界とf宝物

ミシーナスやアグリッパが根掘り葉掘りイノパーパスに尋ねる場面や (II.ii. 

171・239)、レピダスの質問をアントニーが軽く受け流す場面からもわかるように

(II. vii. 17・51)、エジプトはローマ人にとっては話の種の尽きない未知の場所で

ある o レピダスは巨大なピラミッドのことを尋ね、蛇や鰐が太陽の光でナイル

の泥から自然に発生する様子についてアントニーから聞き出そうとするが (II.

vii. 24・49)、酔っぱらったアントニーがほとんど真面目に答えないにも関わらず、

レピダスは‘strange'r珍奇なJ(24， 48) を連発して感心する。クレオパトラがシ

ドナスで初めてアントニーに会った時のことをイノパーパスが語る場面はシェ

イクスピア戯曲の中でも名高い場面であるが (II.ii. 190・226)、話を聞いたアグ

リッパは実際にその場面を見ていないにも関わらず「アントニーもび、っくりだ

なっ、「めったにお目にかかれないようなエジプト女だ!'Jと感嘆するほかない。

クレオパトラはキューピッドを従えたヴィーナス(11.ii. 200-202)、その侍女た

ちは‘merrnaids'r人魚たちJ(n. ii. 207) と呼ばれるが、このように架空の生き

物や神々の比喰を用いることでエジプトはあたかも神仙境のような色彩を帯び

る。‘serpentof old Ni1e' r古のナイルの蛇J(1. v. 25) とも添え名されるクレオパ
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トラ自身はあたかもナイル河そのものから生まれ出たかのように神秘化され、

アントニーに対しては人間ならぬ愛の女神ヴィーナスの姿を借りた美女として

提示されることにより、ローマ人の想像をかき立てる。クレオパトラは劇中で

数回「エジプト」と呼ばれておりヘこの芝居においてクレオパトラという女王

がエジプトという国そのものと同一視されていることはたびたび指摘されてい

るが9、クレオパトラとエジプトの同一性を強調することは「ローマ人にとって

は、ローマとエジプトの絶対的差異を強調するために戦略的に必要 IOJなことで

もある。ローマ人たちはエジプトを訪れた同朋から、ローマとは全く異質な地

であるエジプトとそれを代表・表象 (represent)する存在としてのクレオパトラ

の様子を聞くことで「ローマによって「他者Jとしてっくり出されたエジプ

ト/Cleopatraの解読"Jを行う。

このようにローマ人たちがエジプトを驚くべき魅惑の対象として描き出すの

は、ローマ人がエジプトを征服の対象として見ていることに深く関わっている。

植民地化という文脈において、スティーヴン・グリーンプラットはコロンブス

が新世界を目にした際にたびたび感じた驚異の念を本国への報告で表明してい

ることを分析し、「驚異なるものは、獲得したもののさらなる明白な証を求めて

あら探しをする懐疑主義者に対するコロンブスの主張の力と有効性をまさに確

証せんとする感覚の現れである。(中略)それは占有の儀式そのものと同じよう

に、想像され、欲望され、約束されるものに満ちた言葉であるほJと語り、驚異

の表明は占有の‘thelegitimation process' r正当化の過程J(p.74)であると語って

いる。グリーンプラットが述べているのは新大陸に到達したコロンブスの反応

であるが、ローマ人たちがむしろローマより古いはずのエジプトを見る際に感

じる驚異と魅惑も基本的にはこのコロンブスの感覚とそれほど違わない。ロー

マ人たちは東方の属国であるエジプトがどのような珍しい場所であるのか想像

し、エジプトを訪ねたローマ人からその様子を聞き出そうとする。エドワー

ド・サイードはナポレオンがエジプト遠征をした時に研究に赴いたオリエンタ

リスト達の仕事が「エジ、フ。トの古代、豊かな連想、文化的な重要性、特異なア

ウラをヨーロッパの観衆のために舞台にかけることI3Jであったと語っているが、

まさにアントニーやイノパーパスがローマ人たちから期待されているのもこう

したオリエンタリストたちの仕事と同じことであり、彼らはローマ人にエジプ

トが期待遇りの場所であることを伝えてやることで彼らの欲望を満たすのであ

る。クレオパトラの金銀り語、ナイル河から自然発生する珍獣などに象徴され

る驚異は、ローマ人たちがエジプトを占有せんとする欲望を正当化するもので
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もあるのだ。

一見冷静でエジプトに対する驚きを示さないオクテーヴイアスも、このよう

な驚異の生産によってエジプト支配を正当化しようというローマ人の欲望と無

縁ではない。エジプトが敗北しでもなお財宝を多く所有しているらしいことは

クレオパトラがオクテーヴイアスに財産目録を提出する際に起こるいざこざか

ら察することができるが (v.ii. 138・89)、オクテーヴイアス・シーザーはエジプ

トを支配下に置いたとき、内心はどうあれうわべではエジプト王国の財産自体

にそれほど興味を示さない。オクテーヴイアスは財産目録を見て「シーザーは

商人ではない、商人が売ったものについて値段の交渉をしたりはしないのだ 14J

と鷹揚さを見せるが、これは財産のことに関してアントニーに文句をつけられ

た時、気分を害した様子で金銭について謹直さを示したオクテーヴイアスにし

てはやや禁欲的な反応である~第2幕第7場でアントニーがオクテーヴイアス

に対してエジプトの農耕技術を説明する場面はオクテーヴィアスがエジプトの

経済や科学技術に興味を持っていることを示しており、この実際的な関心のあ

りょうはレピダスが示す自然の驚異への単純な好奇心とは好対照をなしている~

また、クレオパトラの死後に語った台詞から、オクテーヴイアスが女王の侍医

からエジプトの医療技術に関して状況を聞き出していたことがうかがわれるの

で (v.ii. 354-6)、オクテーヴイアスは最後までエジプトの優れた学問と技術へ

の政治的関心を保持しているように見受けられる。しかしながら、一方でオク

テーヴィアスはエジプト征服後にクレオパトラの偉容によってローマへの凱旋

式に箔をつけられるかどうかについて並々ならぬ関心があることを隠さず (v.i. 

64)、クレオパトラが「自らの目的を見抜いてつ先に自殺してしまったことを

残念がっている。オクテーヴィアスは民衆の支持は些細なことで失われてしま

うものだと嘆き 18、また自分のことをひっそりと訪ねてきた姉オクテーヴィアに

対して大衆に華やかな行列を見せつけて権力を誇示することこそ重要であると

におわせているが(III.vi. 43・50)、オクテーヴイアスにとってはエジプトの「豊

かなる玉座 19Jを手に入れてローマ帝国の経済を潤すことよりも、「一目でも拝

まなければ旅人の名がすたるような驚くべき造作の傑作吋と呼ばれる女王クレ

オパトラを凱旋式の見世物としてローマ人に提供するほうが優先課題であるよ

うだ。ローマの支配下に置かれた時、クレオパトラは自分と侍女たちは「エジ

プトのお人形つとしてローマで見世物にされるのだと語るが、エジプトとそこ

に棲息する動物たちがローマ人にとってもの珍しいものであるのと同じように、

美しく‘wonderful'なエジプト女性たちも‘wonder'r驚きJをローマ人たちに見
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せつけるための格好の見世物である。浜名恵美は『アントニーとクレオパトラ』

において「オリエントという女性化した他者の驚きと、クレオパトラが表象す

るオリエントの女性の持つジェンダーの驚きが、まさに劇的に現れている」と

語っているが辺、クレオパトラを「征服の磨き上げた戦利品目」にしようとする

オクテーヴイアスにとって、エジプト女性はまさにエジプトそのものの驚異を

手っ取り早く証明する小道具なのだ。「エジプト名物Jであるクレオパトラをロ

ーマへと連れ帰って見世物にすることは自らがエジプトを完全に制圧してロー

マ帝国に組み込んだことの証となる。凱旋によって提供される驚異はローマ人

に提供される「パンとサーカスjのうちのサーカスとしての役割を果たし、「獲

得したもののさらなる明白な証を求めてあら探しをする懐疑主義者Jたる民衆

を納得させる。オクテーヴイアスはエジプトの驚異をローマへ持ち帰ることに

より、ローマ人たちに対して占有の正当化をしようとはかっているのである。

しかしながら、このようなエジプトの神秘的驚異はローマ人に感嘆のみなら

ず恐怖をもかきたてるものでもある。ナイル河から生まれる蛇や鰐は珍獣であ

るが、蛇の毒が最後にクレオパトラを殺すことからもわかるように、こうした

ものたちは手に負えない危険な動物でもある。そして「このへびや鰐は、いわ

ば口eopatraのメタファーJ(朱雀、 rrヒーロー」としての CleopatraJ、p.23)で

もあり、「古のナイルの蛇」たるクレオパトラは単に美しいだけではなく危険な

特質をも有する「動物」である。クレオパトラは怒ったアントニーに‘most

monster-like' rまったくもって怪物のようJ(IV. xii. 36)だと言われるが、ローマ

の男たちはクレオパトラのことを娼婦呼ばわりしヘ手に負えない珍獣のような

ものとして怪物扱いする。シドナスの川でエジプトの女性たちが喰えられる人

魚も、見た目は美しいものの一種の「怪物Jであり、神話のセイレーンのよう

に男性たちを誘惑し破滅させかねない存在でもある。エジプトの酒宴は限りな

く魅力的なものではあるが、イノパーパスいわく 'muchmore monstrous matter of 

feast' rはるかにとてつもない宴J(II. ii. 182)であり、その盛大さは‘monstrous'

「怪物的Jな域にまで達する。エジプトの酒宴やクレオパトラの魅力はローマ人

の理性を失わせてしまうという点で怪物的な不気味さを秘めていると見なされ、

「魅惑の源泉、憧慢の対象でありながら、同時に悪魔的に既められている 25J。ロ

ーマ人にとってエジプトの驚異は同時に不安をかきたてるものでもあるが、そ

れはエジプトに対する驚異がその‘recalcitrantotherness' r厄介な他者性j

(Greenblatt， Marvelous Possessions， p. 75) に起因するものであるからである。ホ

ミ・パーパは「植民地言説は、被植民者を『他者』であるものの、それと同時
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に完全に理解しかっ見ることが可能な社会的実体として産出する 26Jと語ってい

るが、エジプトの他者性が「完全に理解しかっ見ることが可能なJうちはクレ

オパトラの美貌もナイル河の珍獣も単に「驚異化Jされるだけでローマ人の好

奇心の対象となるにとどまっているものの、ひとたびこの他者性が厄介さを発

揮し、ローマ帝国を脅かし始めると今度はこうしたエジプトの驚異は脅威と化

す。第3幕第6場ではオクテーヴイアスのもとにクレオパトラとアントニーがロ

ーマの属領をエジプトの傘下にしたという知らせが来るが (1・19)、ここではク

レオパトラとアントニーはもはや驚異ではなく、‘insolence'r倣慢J(20)であり

‘contemning Rome' rローマを侮辱J(1)している。金銀の台座に座して女神ア

イシスの扮装をしたクレオパトラの派手な姿はアントニーと出会った時のヴィ

ーナスのごときクレオパトラの延長線上にあり、基本的には何ら異なっている

わけではないが、ローマ人たちはもはやクレオパトラとアントニーの豪奪さを

話の種に驚いて楽しむことができない。エジプトが他者性を露わにしてローマ

の利益を阻害し始めると、ローマ人は同じ姿のクレオパトラをローマに対する

脅威と見なすのだ。オクテーヴイアスはここでクレオパトラとアントニーが

「わが父の息子と呼ばれるシーザリオンと、それからあのこ人が欲望に佳せて作

った私生児を全員27J従えていると語るが、エリザベス朝演劇において混血の子

供はしばしば‘monstrousbirth' r怪物的出産」の産物たる「新種の生き物Jとし

て不気味な動物の比輸を用いて表象された 28。オクテーヴイアスがクレオパトラ

とローマの男たちの聞にできたたくさんの混血児、とくに見たこともない自ら

の義理の弟について語る口調からは、苦々しさのみならず得体の知れない存在

に対して感じる不気味さもほの見える。クレオパトラを愛しているはずのアン

トニーも、クレオパトラの気まぐれで戦況が悪化した途端‘mostmonster-like'と

彼女を罵り始める。エジプトはローマ人にとって理解できる限りにおいては驚

異であるが、ひとたびエジプトが理解できない他者性を見せ始めると「怪物j

へと変身する。

そしてこのようなエジプトの「怪物性」は、クレオパトラが次々とローマの

男たちを愛に溺れさせた点に集約される。アントニーは芝居の開幕部分でフア

イローに「われらが将軍のこの惑溺ぷりときたら限度を超えている 29Jと批判さ

れるほどクレオパトラに夢中であり、クレオパトラとの愛に比べればローマな

どは何でもないものだと語ってエジプトから離れたがらない(1.i. 33・9)。またク

レオパトラはシーザーと大ポンペイが自らに夢中になった様子についても語っ

ており(1.v. 29-34)、そのことはアグリッパによって裏づけられている (II.ii. 
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227・8)。ローマ人にとってクレオパトラは、ローマの男たちを本来あるべき場所

であるローマから引き剥がし、ローマが象徴する「公共の福祉に対する無私の

献身という高い理想 30j を忘却させ、私的な愛欲の世界に埋没させるがゆえに

「怪物jなのである。

2. オクテーヴィアスとエジプトの驚異

ジュリアス・シーザーや大ポンベイ、アントニーのような男たちがクレオパ

トラに魅せられた一方で、、オクテーヴイアスはこのようなエジプトの「怪物的J

魅力に対してほとんど感応しないように見える。オクテーヴイアスはかつて厳

しい環境のもとで飢えや渇きと戦いつつ不屈の精神で勝利をおさめたアントニ

ーの克己心を賞賛し(1.iv. 55・71)、今やすっかりエジプトの逸楽に溺れたアント

ニーを厳しく批判する(1.iv. 14・33)。また、ポンペイ及びアントニーとの和解の

酒宴においては「一日でそんなに酒を飲むよりは四日間まるっきり断食したほ

うがいいくらいだ吋と言って、祝宴席であるにも関わらず自分に向けられた乾

杯を断ってみせる。ジャネット・エーデルマンは「若いほうのシーザーはどう

やらクレオパトラの魅力に免疫があるようだ。彼は政治的目的でクレオパトラ

と戯れるかもしれないが、我々にはその戯れ自体に情熱がないことがわかって

いる。しかし男たちが単なる男以上のものだった過去の時代には、最も偉大な

ローマ人たち自身が限度を超えていた 32j と指摘し、若きオクテーヴイアスには

過去のローマ人たちに比べて英雄的豪放さが欠けているためクレオパトラの魅

力に無関心なのだと分析している。オクテーヴイアスはローマにおいてもとく

にピューリタン的な節制の美徳を体現しているとみなされ (Thomas，p. 11)、「ア

ントニーの持つ女性に対する多感さを共有することなど想像もつかない 33jよう

な人物と評されている。しかしながら注目すべきなのは、一見節度ある政治家

の鑑であるかのようにふるまうオクテーヴイアスも、完全に木石のごとき人間

としては描かれていないということである。前述したボンベイとの和解の酒宴

においてオクテーヴイアスは「私自身の舌も話が覚束ない。悪酔いのせいで

我々はみなひどいザマだ34jと語り、謹直なオクテーヴィアスも酒の誘惑に負け

ること治宝あるのだと自ら漏らしている。また、オクテーヴイアスは姉オクテー

ヴイアが静かに自分のもとへやって来たことについて「人の目に触れぬように

しておくとしばしば愛されぬままになってしまうので、愛というものを見せび

らかすこと吋が必要であったと語るが、この「愛Jを外見によっておしはかる

ことを重視する台調はむしろクレオパトラの「本当にそれが愛なら、どれくら
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いのものか教えてちょうだい36j という台詞に近いものであり、このオクテーヴ

イアスの台調をひいてジェフリー・マイルズは「オクテーヴイアスはローマの

ストア派的理想には不適任な体現者であるつと評している。クレオパトラを凱

旋の飾りにしたいというオクテーヴイアスの欲望からもわかるように、オクテ

ーヴイアスは自らの政治権力を飾り立てて誇示することには熱心で、こうした

政治的思惑と姉オクターヴィアへの肉親の情が合致した場合、オクテーヴィア

スも「クレオパトラ的」な発言をすることがあるのだ。

また、オクテーヴイアスは一見クレオパトラの誘惑を全く意に介していない

ようだが、そのようなオクテーヴィアスが自分自身の「男性的魅力Jとでもい

うべきものをクレオパトラとの政治的駆け引きの初期段階で応用しようとして

いる点は特筆すべきである。エジプトがアクテイアムで敗北した後、「シーザー

は自分の性的関心をほのめかすことでサイデイアスがクレオパトラをうまいこ

と釣り上げられるかもしれないと遠回しに言う 38j。オクテーヴィアスはもちろ

んアントニーやジ、ユリアス・シーザーのようにクレオパトラの魅力に恋してい

るわけではないが、政治のためならば自らのセクシュアリティという私的なこ

とがらまでも外交に応用しようと試みる点においては、自らの最大の敵であり、

節制や公的責任感というローマの美徳を脅かす「怪物」であるエジプト女王ク

レオパトラと共通点を有している。オクテーヴイアスには妻リヴイアがおり、

正妻オクテーヴィアを裏切ったアントニーの対抗者としては奏に対する貞節を

貫かねばならないはずであるものの、政治的な目的で自らの性的魅力を利用す

ることは厭わない。ローマには公私の峻別や節度を重視するストア派的理想、が

ある一方で豪放語落な英雄を称揚する別の理想像も存在しているが、オクテー

ヴイアスはそのどちらとも完全には相容れない部分があり、ゆえに「オクテー

ヴイアスにおいては、ローマ的美徳の単なる『形式的な』調子のみがその英雄

的大志に完全に置き換わって 39jいると評されるのである。

そしてオクテーヴイアスはクレオパトラの魅力に対して完全に不感症である

わけではない。リチヤード .A・レヴィンはオクテーヴイアスが「見聞の点で

は大人同様なのに、当面の快楽のため自分がしてきた経験を棚上げし、分別に

抗うガキども 40jは叱りつけねばならないと語る場面をとりあげて「シーザーが

自らを魅惑するようなセクシュアリテイに投げつける悪口は、シーザーが自身

の抑圧された欲望に警戒心を抱いていることを示しているつと語っているが、

オクテーヴイアスには性的欲望が完全に欠落しているわけではなく、彼は性的

快楽の巨大な力を感じ取っているがゆえにその危険性に敏感なのだ。クレオパ

8 



トラは使者サイデイアスを通してオクテーヴイアスの父ジュリアス・シーザー

との愛情生活をオクテーヴイアスにほのめかそうとするが (III.xiii. 82・5)、この

点に関してジャネット・エーデルマンは、シェイクスピアは史実に手を加えて

までクレオパトラの政敵の父親たち自身がかつてはクレオパトラとの愛に溺れ

ていたことを強調していると分析している (Adelman，p. 135)。クレオパトラは

オクテーヴイアス自身の父をも愛によって取り込んだのであり、その結果見た

こともない義理の弟がエジプトに存在していることを考えれば、エジプトの魅

惑はオクテーヴィアスにとって完全に冷静に距離を置いて見られるものではな

い。クレオパトラの偉容はオクテーヴイアスも認めざるを得ないものであり (v.

i. 64)、オクテーヴィアスもクレオパトラを完全に娼婦として断罪できるほどは

謹直ではないのだ。最後の場面においてオクテーヴイアスは自殺したクレオパ

トラの埋葬に対して‘clip'rかき抱くJ(V. ii. 359) という比喰を用いているが、

青山誠子が指摘しているようにこの隠開設はアントニーが既に使用しているもの

であり (IV.viii. 8)、むしろアントニーにふさわしい「好色的な隠輪Jである九

そしてオクテーヴイアスは最後の最後にクレオパトラの美を‘Asshe would catch 

another Antony I 1n her strong toil of grace' r雅にして強かな畏で別口のアントニー

をひっかけようとでもしているかのようだJ(V. ii. 347・8) と褒め称えるが、こ

の「別口のアントニー」は大上治子が指摘しているようにオクテーヴイアスで

あり得る 43。この台調はオクテーヴィアスもクレオパトラの魅力に鈍感なままで

はいられないことを暗示するとともに、クレオパトラという危険の根源が去っ

たことでやっとその魅力をたたえることができるというオクテーヴイアスの安

堵感をも示している。クレオパトラと彼女が象徴するエジプトの驚異は、生き

て活動している聞はあまりにも危険であり、それを安全な場所から褒め称える

にはまずそれが破壊され、骨抜きにされ、死んだ後でなければならない。

3.紳士の成型

オクテーヴィアスにとってのクレオパトラのように安心して褒め称えられな

いほど危険で理性を狂わす女の魅惑というテーマは、ルネサンスにおける「紳

士の成型Jという問題に関わっている。スティーヴン・グリーンプラットは著

書である『ルネサンスの自己成型』第4章において、「紳士の成型Jという問題

を軸としてスペンサーの『妖精女王』第2巻第 12歌のアクレイジアが支配する

至福の宮 (theBowre of blisse) の破壊を分析している。『妖精女王』における至

福の宮は愛の妖術が支配する愛欲の歓楽宮であり、その女主人アクレイジアは
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若い男たちを誘惑して虜にしては、飽きるとギリシア神話のキルケのように男

たちを動物に変えてしまう。至福の宮は最終的に節制の騎士ガイアンに破壊さ

れ、アクレイジアは捕縛されるものの、「最後まで心をそそるような魅力を持ち

続けている吋。グリーンプラットは、アクレイジアが男たちに「自暴自棄、エ

ロティックな耽美主義、意志の溶解、あらゆる征服の終末吋をもたらすがゆえ

に「スペンサーにとって克己と権力のたゆまぬ行使を通してのみ実現される

(中略)r礼儀』を脅かし46J、それゆえ至福の宮は破壊されるのだと分析する。

若き騎士ヴァーダントは至福の宮においてアクレイジアにすっかり魅了され、

武器を捨てて「淫らな恋に、無益な豪者に、自らの日々と、財と、肉体を費や

すつことになるが、このヴァーダントの快楽への耽溺に対する批判は、かつて

は「将たる心臓吋を有していたにもかかわらず今や「克己心をなくし、ジプシ

ー娘の熱い心を冷やすふいごと扇になってしまった 49Jというアントニーに対す

る批判と同様である。クレオパトラはしばしばキルケに喰えられるが 50、エーデ

ルマンはこのクレオパトラのキルケ的な性質はまさにアクレイジアと似通って

いると指摘している 51。また、エーデJレマンはクレオパトラが‘thisgreat fairy' 

「この偉大な妖精J(IV. viii. 12) と呼ばれている場面をひいて、クレオパトラは

アクレイジアであるのみならずイギリス的なフォークロアに基盤を持つ‘fairy

queen¥「妖精女王」たるグロリアーナでもあり、シェイクスピアがスベンサー

から影響を受けていることを指摘している (Adelman，65・6)。妖精女王グロリア

ーナがエリザベス一世の寓意的表象であり、クレオパトラがしばしばエリザベ

ス女王との類似性を指摘されていることを考えると 52、クレオパトラが偉大な女

王グロリアーナでもありかつ男を惑わす魔女アクレイジアでもあるという両面

的な表象は、弱き性として蔑視される女性でありながら最も偉大なる王でもあ

ったエリザベス一世を頂点に戴くことで繁栄を維持していた、エリザベス朝と

いう特異な時代におけるアンピヴァレントな女性表象を垣間見せるようでもあ

る。

『アントニーとクレオパトラ』と『妖精女王』はエリザベス女王に関する寓意

について共通する点が見られるばかりではなく、細部の比聡の点においても似

たイメジャリーの使用が見受けられる。第2幕第2場においてイノパーパスがク

レオパトラとアントニーの出会いを語る場面では、クレオパトラのヴィーナス

さながらの美しさについて 'Thefancy outwork nature' r空想、が自然に勝るJ(II. ii. 

201)という台調が登場するが、『妖精女王』第2巻第 12歌でも至福の宮につい

て‘Art，as halfe in scome of niggard Nature' r人工の技がしみったれた自然を半ば
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侮蔑しJ(2. 12. 50) という表現があり、アクレイジアが支配する至福の宮とク

レオパトラが支配するエジプトはどちらも自然というよりは妙なる人工の技の

産物として描写される。この自然に打ち勝つ人工というテーマは過剰な愛の快

楽がartや fancyであって natura1ではないこと、つまりは「不自然Jさがつきま

とっていることを示唆しているとも考えられる。またの水のイメジャリーにも

共通性が見られ、どちらの描写にもキューピツドが居並び金銀に彩られた水辺

が登場し 53、『アントニーとクレオパトラJにおいては「かきまわされた水は擢

のはばたきに恋いこがれて/速く速くと追い求める吋一方、『妖精女王』におい

ては「羊の毛のようにふわりと花々が優しく水につかり/水晶さながらの雫が気

まぐれにむせび泣く 55Jというように、水が擬人化されて恋煩いのイメージとと

もに用いられている。溢れる水が無限の色欲の寓意であることを考えるとへク

レオパトラとアクレイジアはともに水を統べることで愛欲を操る存在であり、

技を駆使して男を虜にする魔女という共通の特徴を有している。

このようにクレオパトラとアクレイジアは男たちを愛欲によって支配する女

として表象され、ともに男たちを節制の美智、から遠ざけ、男たちが公的責任を

勤勉に果たすことを妨げる。グリーンプラットはスペンサーがアイルランドの

植民地行政官であったことを考慮し、アクレイジアをイングランドの紳士たち

を惑わすアイルランド女性と比較して「紳士の形成は『妖精女王jの第2巻にお

いてアクレイジアにより脅かされるように、アイルランドでは地元の女性によ

って脅かされるのだ日」と分析しているが、『アントニーとクレオパトラ』にお

いてはこの「アイルランドjを「エジプトJに置き換えても物語は成立する。

イギリス・ルネサンスの時代において、アイルランドとエジプトを含むアフリ

カ地域は同じような野蛮な特徴を有する土地として表象される傾向があり、ル

ネサンス期の人々によるとアフリカ人は「アイルランド人がぴいぴい声を出し

て回るのと同じように叫んでいる 58J人々であった。「アイルランドはエジプト

と同じように、怪物的で、もあり肥沃でもあるものとして描写された 59Jが、アイ

ルランドはイングランドの植民地であるようにエジプトはローマの植民地であ

り、クレオパトラはローマの男たちが「紳士らしく」公的責怪に忠実に振る舞

うことを脅かす「地元の女性Jなのだ。

そして最も重要なのは、節制の騎士ガイアンまでもが「語りによると自らの

頑なな胸が『秘めたる喜び』を抱いたという事実ゆえにより無慈悲なものと化

した厳格さをもって至福の宮を破壊した曲」ということである。ガイアンが至福

の宮に密かながらも魅力を感じていることは詩の中で示されているが (2.12.53、
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同69など)、グリーンプラットはこの点について、ガイアンが至福の宮を完膚無

きまでに破壊したのはガイアン自身がそれに魅力を感じているためであるとし、

「魅力的であるとともに嫌気がさすようなものを粉砕することで彼らは自らの危

険な憧憶に抗い、反社会的衝動を抑え、解放への強い欲望を征服する力を強め

たりのだと語る。このような魅力あるがゆえに危険なものを破壊するという点

においてはオクテーヴイアスもガイアンと同じであり、至福の宮が節制の騎士

ガイアンを魅了したがゆえに徹底的に破壊されねばならなかったのと同じく、

エジプトはローマの志操堅固な政治家オクテーヴイアスに対してすら驚異の念

を呼び起こすほどに豊かで美しいからこそ破壊されねばならないのである。

しかしながらアクレイジアとは異なり、クレオパトラはオクテーヴィアスの

凱旋の飾りとして捕縛され、誇りを傷つけられる前に自ら死を選ぶ。クレオパ

トラは自殺する前にオクテーヴイアスのことを‘ass/ Unpolicied' rしてやれらた

アホJ(V. ii. 307・6) と呼ぶが、これはクレオパトラがオクテーヴイアスの目論

見を挫き、破壊される前に自らを破壊してしまったことへの一種の「勝利宣言J

でもある。グリーンプラットはアクレイジアの捕縛についてこのように語って

いる。

「過剰Jは固有にそなわっている不均衡や不適切さではなく、制御のメカニ

ズム、抑制する権力の行使によって定義される。そしてもし過剰が実質的に

はこうした権力によって発明されるのなら、逆説的に、権力も過剰によって

発明されるのだ。これゆえアクレイジアは破壊され得ず、アクレイジアとそ

れが表象することになっているものは存在し続けねばならず、永遠に破壊的

征服の対象となる。というのも、もしアクレイジアが不断の脅威として存在

しなかったら、ガイアンが具現する権力も存在しなくなってしまうだろうか

らだ因。

クレオパトラは捕縛されるかわりに自殺することでエジプトという驚異に満

ちあふれた地を失った。しかしながらクレオパトラもアクレイジアと同じであ

り、ローマ人たちが節制の美徳を掲げ続ける限り完全には破壊できない過剰さ

というものを体現している。クレオパトラとアントニーの愛が過剰にして偉大

であったからこそ、クレオパトラに出し抜かれたオクテーヴィアスは最後に

「どのような地上の墓もこれほど著名なる双壁を胸に抱くことはたえであるま

い日Jと語り、この二人の物語が永遠に語り継がれるであろうことを示唆するの

12 



である。クレオパトラが象徴する過剰さと対置されるものとしてのみオクテー

ヴイアスの権力は存在することができ、ゆえにオクテーヴイアスはアントニー

とクレオパトラという自らの敵たちを「顕彰Jせねばならない。オクテーヴイ

アスがクレオパトラに与える称賛は、政治的な敵であったクレオパトラをアン

トニーの恋人として私的次元に閉じこめることで無毒化を図るためのものでも

あるが、それと同時にオクテーヴイアスは過剰な愛という「不断の脅威Jを常

に破壊されるべきものとして保存せざるを得ないという奇妙なジレンマに陥る。

ゆえに『アントニーとクレオパトラ』における偉大なカップルは忘れ去られる

ことがあってはならず、たやすく脅威に変容しかねない顕彰の対象として維持

されねばならないのである。
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